
ロゴマーク キャッチフレーズ

人と緑で
つながる
多摩区

多摩区制50周年を記念し、ロゴマークとキャッチフレーズを公募したところ、
ロゴマークは273作品、キャッチフレーズは224作品の応募がありました。

その後、多摩区制５０周年記念事業実行委員会により各３作品まで選考を行い、
区民投票を実施しました。この投票結果に基づき、実行委員会において

記念ロゴマークとキャッチフレーズを決定しました。

第6章 多摩区のシンボルマークや統計など

　多摩区には多摩川や二ヶ領用水
などのせせらぎと、そこに憩うカワ
セミなどが見られます。緑も多く、
ナシなども有名です。

　多摩区では、カワセミやキツツキ
が住む水辺などの自然を身近に感
じられ、菅の獅子舞など伝統的な
お祭りで見知らぬ人との交流が生
まれます。
　人と自然、人と人のつながる素晴

らしさを将来にもつない
で欲しいという思いを
込めました。
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　多摩区制20周年の際に制定され、多摩区の頭文字である
「多」をモチーフに緑豊かな自然環境を表現する二羽の鳥にデ
ザインされています。
　自然との調和の中で、人間らしくのびのびと生活する区民
と、21世紀へ向け飛躍する多摩区を親しみやすくシンボライズ
したものです。

　多摩区の「区の木・区の花」は、全ての区民が「木」や「花」に親しみを持つことにより、失われつつある
自然に対する理解を深め、緑化思想の高揚を図るとともに、爽やかな出会いと潤いのある住みよいまち
づくりを目指して、平成8年度に多摩区の「区の木・区の花」を決定しました。また、市制90周年を迎えた
平成26(2014)年には、区の魅力を更に区内外に伝えることを目的に「区の木・区の花」のイラストを
リニューアルし、現在のイラストに決定しました。

多摩区のシンボルマーク

多摩区の「区の木・区の花」

区の木

区の花

ハナミズキ
伸び伸びとした樹形や美
しい花が、新しく発展する
多摩区を象徴する木として
「区の木」に決定しました。

ナシ
春の美しい花ジュータンや
秋の実のもぎ取りが区の
風物詩として広く区民に親
しまれていたことから「区
の木」に決定しました。

モモ
多摩区のモモは、区の特産
として輝かしい歴史があ
り、長く記憶にとめておき
たいことから、「区の花」に
決定しました。

スミレ
春になると丘陵地や自然
林の至る所に野生のスミレ
が可憐な花を咲かせてお
り、区内の自然を護る象徴
として「区の花」に決定しま
した。

第5章 多摩区制５０周年記念ロゴマーク・キャッチフレーズ

ロゴマークとキャッチフレーズを
制定しました！
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